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研 究 目的    
 
[背  景]   
 バイオリファイナリー (biorefinery)とは, 再生可能資源であるバイオマスを原料として燃料や樹脂などを
製造するプラントや技術のことである. 従来技術の課題としては, 天候や生産地域などの制約改善に加え, 
原料となるバイオマスの調達から出口産物の製造までに関わるプロセスの効率化が挙げられる. 
 
[目  標] 
 本プロジェクトでは, 光合成能に優れた微細藻を主に用い, 藻バイオマスを利用した有用物質（燃料, プラ
スチック, 色素, 飼料, 薬など）の生産に関する次世代バイオプロセス開発に資する基盤研究を行なう. それ
により「いつでも, どこでも」を実現化する藻によるモノつくりに貢献したい. 

研 究 内 容   
   
  微細藻類を主に用い, これに様々な有用物質を高効率かつコスト安に生産させるための技術（培養装
置の開発も含む）や方法などの組み合わせを検証し, 藻産業創成に向けた基盤研究を試みる. 初年度は, 

本研究分野の動向調査を行い, 併せて外部資金獲得を目指す. 次年度は, 動向調査に基づき研究者間で

出口産物を設定する. モデル生物としては, 天然藻と併せ, 遺伝子操作した育種藻（植物）も想定する. 

一方, 出口産物の候補としては, 有用炭化水素 (燃料), 中性脂肪, 光合成色素, ならびに飼料・サプリ

メント, 薬などの生産, またそれらプロセスを通じて生産された糖を原料としたアルコール生産などの

可能性を検証する. 最終年度は, 次年度に基づきプロセスの実証実験を行うことで生産性などの評価に

結びつける. 

研究内容概要図 
 
 

 

 


